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添付資料
備考

（測定方法等）

特性 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P15,29-30,32,52-58

有害性情報 添付有

添付資料
「No.1_AEROSILの人
体への影響」
「No.19_高分散性ｼﾘｶ
の生理作用」

結晶構造 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P15

凝集状態／分
散状態

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P21-26

粒度分布 添付有
添付資料
「一次粒子粒度分
布」参照

平均一次粒径 ｎｍ 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P21-23,P62-63

製品粒径 ｎｍ 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P62-63

一次粒子ではなく、一次粒子（ほぼ球状）が融着した数珠状の
凝集粒子として存在。通常は凝集粒子が絡み合った集塊粒子と
して存在するが、使用時の分散方法によって集塊粒子の大きさ
は異なり、一次粒子まで分散できない。

一次粒子の粒度分布は電子顕微鏡写真から求めることができる
が、凝集粒子サイズの分布は、実用的な測定技術がないため、
測定は困難である。

弊社で取り扱っているものは、平均一次
粒子径が、約5～40nmの範囲のものです。
（約5, 7, 12, 16, 20, 30, 40nm）

添付資料参照

※代表的な製品のSDSを添付

２．ナノマテリアルの特性

・化学的に不活性で安定（フッ酸、強アルカリには溶解）
・増粘・チキソ性付与、ｺﾞﾑ等に補強性付与、粉体に流動性付
与、耐熱性向上付与等の効果あり
・高純度、低吸着水分、高比表面積、内部表面積がない、かさ
高い
・電気比抵抗が高い
・アモルファス構造（非晶質）

項目 概要

１．SDSの添付

ナノマテリアル特有の有害性情報は知られていないが、シリカ
（特に弊社火炎加水分解法シリカ）の化学物質としての安全性
情報は添付のとおり。

アモルファス構造（非晶質）
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製品形状 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P19-26

密度 g/cm3 添付有

・250mlﾒｽｼﾘﾝﾀﾞｰに加えた
AEROSILの重量（g）を2分
静置後の体積（cm3）で
割った値

・添付資料「ﾌｭｰﾑﾄﾞｼﾘｶ
AEROSILの基本特性」P62-
63参照（見掛比重(g/L)で
記載）

比表面積 m2/g 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P62-63

表面電荷 ｍV 添付無

化学組成 添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P32,62-63

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響、土壌中の
移動性等）

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P29 に屈折率
P44 に水素解離

製造・輸入量
（令和３年度・概
数）

製造量

約０．０３－０．１

（真比重：2.2）

二酸化ケイ素　＞　99.9％

（不純物としては、微量であるが、副生成物のHCｌのほか、原
料やプラント由来の金属不純物がある）

屈折率：　約１．４６

電気比抵抗：　約１０×１０１２Ωcm
水中で負帯電（表面のシラノール基Si-OHの水素が解離してSi-O
－
となる）

10,000-100,000 ｔ

３．ばく露情報

（１）製造・輸入に関する情報

粉体で、一次粒子はほぼ球状、それが不定形な数珠状に連なり
凝集粒子を形成。そして凝集粒子が絡み合って集塊粒子となっ
ており、集塊粒子は数センチのフレークの大きさまである。

弊社で取り扱っているものは、約50～400
m2/gの範囲のものです。
（約５０、９０、１３０、２００、３０
０、３８０m2/g）

測定方法は一般的なBET法（窒素吸着法）

データなし
（摩擦により、一般に負帯電を示すが、
表面処理したものでは正帯電を示すグ
レードもある）
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主な用途① 用途分類

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

添付有

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P11

労働者のばく
露情報
（ばく露対象者、
ばく露活動・時間
等）

添付無

工程からの環
境排出量

添付無

計測技術と計
測結果

添付無

リスク評価結
果

添付無

ばく露・排出
抑制対策

添付無

火炎加水分解法

包装形態は、紙袋、フレキシブルコンテナ、FIBC（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｲﾝﾀｰ
ﾐﾃﾞｨｱﾑﾊﾞﾙｸｺﾝﾃﾅ）、サイロトラック（タンク輸送）が中心。

包装作業員59名の1ヶ月延べ作業時間　11,782 時間
　（2021年12月)

環境排出はほとんどない。
（製造設備は密閉系であり、粉塵発生のある包装作業エリアは
局所排気設備を設置、回収粉塵は産業廃棄物として処理。）

第三者機関による粉塵の作業環境測定を毎年実施。
管理区分1になるように管理。

４．リスク評価・管理の状況

中央労働災害防止協会の「化学物質リスクアセスメントのすす
め方」に沿って評価した結果、大きなリスクはなく、最高でも
Ⅲ（中程度のリスク）であった（一部の場所で）。　Ⅲのもの
については低くなるように対策実施。

粉塵マスク（ＤＳ２）着用
一般保護手袋、一般保護眼鏡着用
発じん場所では集塵機（局所排気装置）やドラフトを使用
作業員の教育

製造設備は密閉系であり、粉じん則に該当しないがそれに準じ
た抑制対策をはかっている。

添付資料
「フュームドシリカ
AEROSILの基本特性」
参照
P52-58

接着剤、粘着剤、シーリング材　

安定化剤、充填剤など

紙・パルプ薬品

主な用途

サイズ剤、定着剤、填料など

合成ゴム、ゴム用添加剤、ゴム用加工助剤

可塑剤、補強剤（接着促進剤等）、充填剤、安定化剤など

安定化剤、増粘剤、ブロッキング防止剤、
電荷制御剤、流動性付与剤など

添付有

（２）ばく露情報

可塑剤、充填剤、安定化剤など

印刷インキ、複写用薬剤（トナー等）

塗料、コーティング剤　
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労働者への教
育

添付無

今後の対策等
のロードマッ
プ

添付無

添付無
1940年代に開発されて以降、応用分野は現在も広がっており、
今後もさらに新規分野で使用されていくと考えられる。

ナノマテリアルとしては特にないが、毎月の職場安全懇談会、
安全衛生委員会、安全査察を通じ、教育・管理・指導を行って
いる。

作業環境測定の定期的実施並びに更なる改善を図り、粉塵飛散
防止に努める

５．ナノマテリアルの性質等に関する事業者のコメント（ユーザに対するアドバイス等）

６．その他
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安全データシート 

1. 化学品及び会社情報 

 

化学品の名称: AEROSIL® 200 

 
 

製造業者/輸入業者/販売業者情報 

 

会社名 : 日本アエロジル株式会社 

東京都新宿区西新宿2丁目3番1号 

新宿モノリス13階 

品質保証部 
 
 

 

電話番号 : +81-59-345-5291 

 

ＦＡＸ番号 : +81-59-346-4657 

 

電子メールアドレス : qanac@evonik.com 

 
 

緊急連絡電話番号:  

24時間緊急連絡先 : +81 59 345 5291 （月－金、9：00～17：00）  

+49 7623 919191（上記以外の時間帯） 

 
 

推奨される用途: 封止剤 印刷用カラーインク 塗料及びラッカー 接着剤 シリコーンゴム 化粧品用材料 化粧品 農業

化学品 ブロッキング防止剤 固結防止剤 コーティング剤 分散剤 流動促進剤 補強材 担体  

 

使用上の制限: 設定されていない。  

 

2. 危険有害性の要約 

 

化学品の GHS 分類: 

 

区分に該当しない 

 
 

GHS ラベル要素 

 
 

絵表示: シンボルなし 

 

注意喚起語: 注意喚起語なし。 

 

危険有害性情報: 該当しない。 

 
 

なし 

GHS 分類に関係しない又は GHS で扱われない他の危険有害性: 
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重要な徴候及び想定される非常事態の概要 

データなし。 

 
 
 

3. 組成及び成分情報 

 

化学物質 

 

一般情報: 危険有害性成分は無い。 

 

化学名: 非晶質シリカ(二酸化ケイ素) 

 
 

危険有害成分: 

化学名又は一般名 CAS番号 ISHL ENCS 含有率のパーセント（％）* 

非晶質シリカ(二酸化ケイ素) 

(CAS 112945-52-5 resp. 

7631-86-9) 

112945-52-5 (1)-548 

 

(1)-548 

 

>=99.9% 

＊ガス以外の成分は重量パーセントで示す。ガスの濃度は容量パーセントで示す。 

 
 

4. 応急措置 

 

必要な応急処置 

 

吸入した場合: 製品の粉じんが放出された場合： 起こりうる不快感：咳、くしゃみ 

空気の新鮮な場所に移動する。  

 

皮膚に付着した場合: 多量の水と石鹸で洗うこと。  

 

眼に入った場合: 異物反応による不快感が生じる可能性がある。 まぶたを開いた状態

で多量の水で完全に洗い流すこと。 不快感が続く場合：眼科医の診

察を受けること。  

 

飲み込んだ場合: 口を水で洗浄し、その後多量の水を飲む。 多量に吸収した場合/不

快感がある場合：医師の診察を受けること。  

 

応急措置をする者の保護: データなし 

 

急性症状および遅発症状の最も重要な徴候症状 

 

症状: 知見なし。  

 

危険: データなし 

 

直ちに必要な医療および特別な処置 

処置: 特別な応急措置が必要な危険有害性はない。  
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5. 火災時の措置 

 

適切な（および不適切な）消火剤 

 

適切な消火剤: 水噴霧、泡消火剤、二酸化炭素、粉末消火剤 周辺状況を考慮して消火剤を

選択すること。  

 
使ってはならない消火剤: 飛散と火勢拡大防止のため、ジェット水流は使用しないこと。  

 

物質または混合物に起因する特有

の危険有害性: 

知見なし。  

 

消火活動を行う者の特別な保護具及び予防措置 

 

特有の消火方法: 消火水を排水設備、土壌、水系に流入させないこと。 十分な消火用水供給

施設を確保すること。 火災焼残物及び汚染された消火水は国及び地方自治

体の条例に従って処理すること。  

 

消防士のための特別な保護具: 火災時には、独立給気式呼吸用保護具と化学保護衣を着用すること。  

 
 
 

6. 漏出時の措置 

 
 

人体に対する注意事項，保護具及

び緊急時措置: 

個人用保護具を使用する。  

 

封じ込めと洗浄の方法および材料
: 

漏洩物を掃き集めるあるいは吸引し、適切な容器に回収して廃棄するこ

と。  

 

環境に対する注意事項: 下水、土壌、水系、地下水、排水設備に流入させないこと。  

 

二次災害の防止策: データなし 

 
 
 

7. 取扱い及び保管上の注意 

 

取扱い 

 

技術的対策（局所排気、全体換気

等）: 

作業場あるいは作業機械付近では、適切な吸引/通気を確実に行うこと。必

要であれば局所換気を行うこと。 7 項も参照すること。 

 

 

安全取扱注意事項: 適切な労働衛生および安全対策を講じて取り扱うこと。 皮膚/眼への接触

の可能性がある場合、指示された手/眼/身体保護具を着用すること。 作業

場の許容濃度閾値を超える、もしくは大量に放出した場合（漏れ、こぼ

れ、粉じん）、指示された呼吸用保護具を着用すること。必要に応じて局

所換気を行うこと。 
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接触回避: データなし  

 

保管 

 

安全な保管条件: 乾燥した場所におくこと。静電気放電に対する予防措置を講ずる。  

 

安全な容器包装材料: データなし  

 
 

8. ばく露防止及び保護措置 

 

許容濃度等 

暴露限界値 

成分 タイプ 暴露限界値: ソース 

第三種粉じん - 吸入性粉じ

ん。 

TWA  2 mg/m3 日本. OELs - JSOH (許容濃度等の勧告), 改正 

(09 2015) 

第三種粉じん - 総粉じん。 TWA  8 mg/m3 日本. OELs - JSOH (許容濃度等の勧告), 改正 

(09 2015) 

詳細については、適切なテキストソースの最新版を参照し、産業衛生士または同等の専門性を有する人物、ま

たは、地方の該当機関に相談してください。 

 

生物学的許容値  

成分の生物学的暴露限界値は指摘されていない。 

 

個人用保護措置 

 

眼/顔面の保護具: 側面シールド安全メガネ 粉じんが発生する場合：バスケット型眼鏡  

 

手の保護具: 補足情報: 次の素材でできた保護手袋を着用する：ゴム、革 

 

補足情報: 素材の破過時間／強さに関するデータは、分解されていない固

体／粉塵には当てはまらない。 

 

皮膚及び身体の保護具: 特別な保護具は必要ではない。 予防的皮膚保護  

 

呼吸用保護具: 特別な保護具は必要ではない。 粉じんが発生する場合： 粒子捕集効率

95％以上の粉じんマスク（DS2または DS3タイプ）を着用すること。  

 
 

衛生対策: この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。休憩前及び作業

終了後は顔や手を洗うこと。 皮膚保護を行うために、高脂肪石鹸及びスキ

ンケア用クリームを使用することが望ましい。 汚染された衣類を再使用す

る場合には洗濯をすること。 

 
 

9. 物理的及び化学的性質 

 

基本的な物理的及び化学的性質に関する情報 

外観 
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物理状態: 固体  

形状: 粉末  

色: 白 

臭い: 無臭 

臭いの閾値:  該当しない。  

融点: 約 1,700 °C  

沸点: データなし  

可燃性: 該当しない。  

燃焼又は爆発限界の上限/下限 

爆発限界－上限: 該当しない。  

爆発限界－下限: 該当しない。  

引火点: 該当しない。 固体  

自然発火点: 該当しない。  

分解温度: > 2,000 °C  

pH: 3.7 - 4.5 (40 g/l, 20 °C) 懸濁液  

粘度 (粘性率） 

動粘度: 該当しない。 固体  

動粘性率: 該当しない。 固体  

浮遊時間: データなし 
溶解度 

溶解度 (水): > 1 mg/l  

溶解度（その他）: データなし 

n-オクタノール／水分配係

数: 

 該当しない。  

蒸気圧:  該当しない。  

比重: データなし 

密度: 約 2.2 g/cm3 (20 °C)  

かさ密度: データなし 

蒸気密度 (Air=1): 該当しない。  
 

粒子特性 

粒子径: データなし 

粒度分布: データなし 

比表面積: データなし 

表面電荷/ゼータ電位: データなし 

形状: データなし 

結晶化度: データなし 

表面処理: データなし 

 

その他の情報 

爆発性:  化学構造上想定されない。  

酸化能力:  化学構造上想定されない。  

最低点火温度: 該当しない。  



 

 
 

 バージョン: 1.0 

改訂日 01.11.2021 

製品名: AEROSIL® 200 
 
 

 6/12 
000005044737  JP   2022-07-01   

 
 
 

蒸発速度:  該当しない。  

最小着火エネルギー:  該当しない。  

 

10. 安定性及び反応性 

 

反応性: 通常の使用条件下では危険な反応は知られていない。  

 

化学的安定性: 推奨された保管条件下において安定  

 

危険有害反応可能性: 正しい取扱い及び保管においては、危険な反応は知られていない。  

 

避けるべき条件: 通常の使用条件下では危険な反応は知られていない。  

 

混触危険物質: 知見なし。  

 

危険有害な分解生成物: 知見なし。 通常の条件下では安定である 危険な重合反応を起こさない。  

 
 

11. 有害性情報 

 

一般情報: 珪肺症あるいはその他の製品特有の呼吸器官の疾病は、この製品に関して

は観察されなかった。  

 
 

急性毒性 

 

経口 

製品: LD 50 (ラット): > 3,300 mg/kg 単回ばく露では毒性でない 死亡は観察され

なかった。 

LD 50 (ラット): > 5,000 mg/kg (OECD 401) 類似製品, 入手可能なデータに基

づき、分類基準にあてはまらない。 

 

経皮 

製品: LD 50 (ウサギ) > 5,000 mg/kg 類似製品, 入手可能なデータに基づき、分類

基準にあてはまらない。 

 

吸入した場合 

製品: LC 0  (ラット, 4 h) 0.139 mg/l (OECD 試験法と類似の方法) （実験で得られ

る最高濃度）, 死亡は観察されなかった。, 入手可能なデータに基づき、

分類基準にあてはまらない。 

利用可能なデータに基づき、急性毒性に対する分類はできない。 

 

反復投与毒性 

製品: データなし 

 
 

皮膚腐食性／刺激性: 刺激しない  

製品: OECD試験法と類似の方法 (ウサギ): 刺激しない 入手可能なデータに基づ

き、分類基準にあてはまらない。  

 

成分:
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非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-

5 resp. 7631-86-9) 

OECD 試験法と類似の方法 (ウサギ): 刺激しない  

 

眼に対する重篤な損傷性／眼刺

激性: 

刺激しない  

製品: OECD試験法と類似の方法 (ウサギ): 刺激しない 入手可能なデータに基づ

き、分類基準にあてはまらない。  

成分:

非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-

5 resp. 7631-86-9) 

OECD 試験法と類似の方法 (ウサギ): 刺激しない  

 

呼吸器感作性又は皮膚感作性:  

製品: 知見なし。  

 

成分:

非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-

5 resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

発がん性 

製品: 発がん性の可能性の証拠なし 

 
 

生殖細胞変異原性 

 

In vitro 

製品: データなし 

 

成分: 

非晶質シリカ(二酸化ケイ

素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

In vivo 

製品: データなし 

 

成分: 

非晶質シリカ(二酸化ケイ

素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

生殖毒性 

製品: 生殖毒性の証拠なし  

 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 

製品: 危険有害性を示す証拠なし  

 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 

製品: 危険有害性を示す証拠なし  
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誤えん有害性 

製品: 区分に該当しない 

 
 

その他の影響: 専門家の判断では、既存の知識に基づき分類の必要はないとされている。 

製品についての毒性調査は行われていない。  

 
 
 

12. 環境影響情報 

 

生態毒性: 

 

水生環境有害性 短期（急性） 

 

魚類 

製品: LC 50 (Brachydanio rerio (ゼブラフィッシュ), 96 h (OECD 203)): > 10,000 

mg/l 結果は見かけ濃度（nominal concentration）に基づく。  

 

水生無脊椎動物 

製品: EC50 (オオミジンコ, 24 h (OECD 202)): > 1,000 mg/l 結果は見かけ濃度

（nominal concentration）に基づく。  

 

水生植物毒性 

製品: データなし 

 

成分: 

非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

微生物に対する毒性 

製品: データなし 

 

成分

非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

水生環境有害性 長期（慢性） 

 

魚類 

製品: データなし 

 
 

水生無脊椎動物 

製品: データなし 

 
 

水生植物毒性 

製品: データなし 
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成分: 

非晶質シリカ(二酸化ケ

イ素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

データなし 

 

残留性・分解性 

 

生物分解 

製品: 生分解性の試験方法は無機物質には適用されない。  

 

ＢＯＤ／ＣＯＤ比 

製品: データなし 

 

生態蓄積性 

生物濃縮因子（BCF） 

製品: 想定されない。  

 

n-オクタノール/水分配係数（log Kow） 

製品: Log Kow:  該当しない。 

 

土壌中の移動性: 

製品 注目に値する土壌中の移動性は想定されない。  

 

成分: 

非晶質シリカ(二酸化ケイ

素) (CAS 112945-52-5 

resp. 7631-86-9) 

注目に値する土壌中の移動性は想定されない。  

 

オゾン層への有害性: 規制されない  

 

その他の情報: 専門家の判断では、既存の知識に基づき分類の必要はないとされている。  

 
 

13. 廃棄上の注意 

 
 
 

一般情報: なし  

 

残余廃棄物: 地方自治体の基準に従って適切な処分を行う。 廃棄の前に、可能な限り無

害化、安定化及び中和等の処理を行って危険有害性のレベルを低い状態に

すること。廃棄においては、関連法規及び地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、又は地方公共団体

がその処理を行っている場合には当該業者又は団体に委託して処理するこ

と。廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を十分告

知の上処理を委託すること。  

 

汚染容器及び包装: 関連法規ならびに地方自治体の基準に従って適切な処分を行うこ

と。空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。  

 
 



 

 
 

 バージョン: 1.0 

改訂日 01.11.2021 

製品名: AEROSIL® 200 
 
 

 10/12 
000005044737  JP   2022-07-01   

 
 
 

14. 輸送上の注意 

 

国内規制 

国の特定の法規制は、項目 15 を参照する。 

国際規制 

陸上輸送(UNRTDG)  

危険物として規制されていない 

航空輸送(IATA-DGR)  

危険物として規制されていない 

海上輸送(IMDG-Code)  

危険物として規制されていない 

MARPOL 73/78 附属書 II及び IBC コードによるばら積み輸送される液体物質（該当・非該当） 

供給された状態の製品には非該当。 

 

15. 適用法令 

 

労働安全衛生法 

 
 

特化則 

第一類特定化学物質: 

規制されない 

第二類特定化学物質: 

規制されない 

第三類特定化学物質: 

規制されない 

 

有機則 

 

第一種有機溶剤: 

該当しない。 

 

鉛中毒予防規則: 

規制されない 

 

四アルキル鉛中毒予防規則: 

規制されない 

 

通知対象物: 

規制されない 

 

表示対象物: 

規制されない 

 

変異原性が認められた新規届出化学物質: 

規制されない 



 

 
 

 バージョン: 1.0 

改訂日 01.11.2021 

製品名: AEROSIL® 200 
 
 

 11/12 
000005044737  JP   2022-07-01   

 
 
 

 

変異原性が認められた既存化学物質: 

規制されない 

 

がん原性が認められた化学物質: 

規制されない 

 

労働安全衛生法  施行令 別表第１(危険物): 

 該当しない。 

 

毒物及び劇物取締法 

 

特定毒物: 

法: 

規制されない 

政令: 

規制されない 

 

毒物: 

法: 

規制されない 

政令: 

規制されない 

 

劇物: 

法: 

規制されない 

政令: 

該当しない。 

政令: 

規制されない 

 
 

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 

規制されない 

 

化学物質排出把握管理促進法 

特定第一種指定化学物質:  

規制されない 

 

第一種指定化学物質:  

規制されない 

 

第二種指定化学物質:  

規制されない 

 
 

消防法: 

危険物、指定可燃物に該当しない。 

 

高圧ガス保安法: 

規制されない 
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その他の法令:  粉じん障害防止規則 当該規則に定める「鉱物」に関する作業に該当する

場合は、当該規則に従って取り扱うこと。  

 

16.その他の情報 

 

その他の情報 

 

こちらが最新版 SDSになります。このバージョンを以前のバージョンと差し替えて下さい。 

 

この製品安全データシートに記載されている情報は、改訂日において弊社が入手できた情報であり、法令の改正又は

新しい知見に基づいて改訂されることがあります。この情報は、当製品についていかなる保証をするものでもありま

せん。この情報は、当製品のみを対象とするものであり、当製品が他の物質等と組合せて使用される場合を対象とす

るものではありません。この情報は、当製品の通常の取扱いを対象とするものであり、使用者の特別な用途に対する

適合性、安全性等については弊社の管理外の事項となりますので使用者自身の責任においてご判断下さい。 
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一次粒子粒度分布
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